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１．研究計画の概要 
(1)乳房 X 線写真の病変部の検出アルゴリズ
ムの開発 
 乳房 X線写真で読影される病変部は，微小
石灰化クラスタ，腫瘤陰影，構築の乱れであ
る．このうち，微小石灰化クラスタと腫瘤陰
影に関する検出システムは実用化されてい
るが，構築の乱れのそれは未だ十分な性能が
得られていない．構築の乱れを対象とした従
来の検出アルゴリズムを改良し，実用化レベ
ルへの向上を目指す． 
 
(2)カテゴリー鑑別における結果の提示方法
に関する研究 
 ACR が示す B-RADS では，微小石灰化クラス
タは形状と分布，腫瘤陰影は辺縁と濃度によ
りカテゴリー（カテゴリー３，４，５）が鑑
別される．従来開発した鑑別システムの鑑別
率の向上を目指す．システムの結果の提示方
法が医師の感度に与える影響を明らかにす
る． 
 
２．研究の進捗状況 
(1)乳房 X 線写真の病変部の検出アルゴリズ
ムの開発 
 より高い検出性能を得るために，偽陽性
（正常組織を誤って構築の乱れと検出した
候補）削除法の検討を行った．特に，シミュ
レーションデータを用いて，データの分布，
データ数，識別器，Az 値との関係を調査した． 
 
(2) カテゴリー鑑別における結果の提示方
法に関する研究 
 従来の鑑別システムは，パラメータの調整
により一致率が向上した．また，システムの

判定過程が理解しやすいと思われる提示方
法を検討した．画像のみ，画像とシステムの
カテゴリー，画像とシステムのカテゴリーと
システムの判断基準を提示，の３種類の読影
実験を，経験の浅い放射線技師を対象として
行った．その結果，システムのカテゴリーの
みを提示するよりも，同時にシステムの判断
基準を示す方が，一致率の向上に有効である
可能性が示された． 
 
３．現在までの達成度 
(1) 乳房 X線写真の病変部の検出アルゴリズ
ムの開発 
 ②おおむね順調に進展している． 
（理由）シミュレーションデータを用いた実
験により，構築の乱れのアルゴリズムにおけ
る偽陽性削除法が改良される可能性が示さ
れた． 
 
(2) カテゴリー鑑別における結果の提示方
法に関する研究 
 ②おおむね順調に進展している． 
（理由）経験の浅い放射線技師による予備実
験が完了した． 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 乳房 X線写真の病変部の検出アルゴリズ
ムの開発 
 臨床データにおける真陽性（構築の乱れ）
と偽陽性候補の特徴量の分布を調査し，シミ
ュレーションデータから得られた結果をも
とに，最適な識別器による偽陽性削除を行う． 
 
(2) カテゴリー鑑別における結果の提示方
法に関する研究 
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 医師のよる読影実験を行う． 
 システムの結果の提示方法の違いが感度
に与える影響を，経験の浅い放射線技師と医
師とで分類して評価する． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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